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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　
２
０
１
９
年
の
新
春
を
迎
え
、
謹

ん
で
お
慶
び
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
地
域

商
工
業
の
振
興
で
は
、
小
規
模
事
業

者
に
対
す
る
各
種
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

や
、
創
業
支
援
協
議
会
な
ど
と
連
携

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　
２
０
１
９
年
の
輝
か
し
い
年
頭
に

あ
た
り
、
会
員
皆
様
の
ご
多
幸
と
ご

健
勝
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
日
頃
か
ら
市
政
に
お

寄
せ
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
温
か
い

ご
支
援
、
ご
協
力
に
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　
市
で
は
、
平
成
29
年
度
に
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
第
５
次
総
合
計
画
に
お

き
ま
し
て
、「
ま
ち
づ
く
り
の
原
点
は

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　
平
成
31
年
の
新
春
を
迎
え
、
謹
ん

で
お
喜
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
各
地
商
工
会
議
所
の
皆
さ
ま
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
各
地
域
の
経
済
の

発
展
、
ま
た
日
本
商
工
会
議
所
の
諸

事
業
に
対
し
て
、
日
頃
か
ら
一
方
な

ら
ぬ
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
、
年

頭
に
当
た
り
厚
く
御
礼
申
し
あ
げ
ま

す
。

　
世
界
経
済
は
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
に
よ
れ
ば
、

２
０
１
８
年
の
経
済
成
長
率
は
プ
ラ

ス
３
・
７
％
を
維
持
す
る
も
の
の
、

２
０
１
９
年
の
見
通
し
は
プ
ラ
ス

３
・
９
％
か
ら
プ
ラ
ス
３
・
７
％
に

下
方
修
正
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

主
に
米
国
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
保
護
主

義
的
な
貿
易
政
策
が
、
米
中
貿
易
摩

擦
な
ど
の
形
で
徐
々
に
具
体
化
し
て

き
た
こ
と
な
ど
を
反
映
し
た
も
の
で

あ
り
、
貿
易
摩
擦
が
今
後
さ
ら
に
過

激
化
す
れ
ば
、
さ
ら
な
る
下
方
修
正

リ
ス
ク
も
な
い
と
は
言
い
切
れ
ま
せ

ん
。

　
米
中
貿
易
摩
擦
は
、
今
後
交
渉
の

中
で
部
分
的
な
妥
協
は
あ
り
得
る
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
単
な
る
貿
易

摩
擦
で
は
な
く
、
安
全
保
障
を
含
め

し
て
、
創
業
塾
な
ど
を
行
う
と
と
も

に
、
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て「
コ

ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
」の
開
設
準

備
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
や
レ
ン
タ

ル
オ
フ
ィ
ス
と
は
異
な
り
、
実
務
を

行
う
場
所
が
個
室
で
は
な
く
図
書
館

の
よ
う
な
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
と

ひ
と
づ
く
り
」と
の
認
識
の
も
と
、
郷

土
や
文
化
に
誇
り
を
持
ち
、
心
か
ら

地
域
を
愛
す
る
ひ
と
を
育
て
る
こ
と

を
基
本
理
念
と
し
て
、「
未
来
を
育

む 

ひ
と
が
輝
く 

信
濃
お
お
ま
ち
」を

市
の
将
来
像
と
し
て
掲
げ
、
全
力
を

挙
げ
て
取
組
み
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
計
画
の
産
業
分
野
に
お
い
て

は
、「
活
力
あ
ふ
れ
る
産
業
と
地
域

の
魅
力
を
活
か
し
た
に
ぎ
わ
い
の
あ

る
ま
ち
」と
し
て
、
中
小
企
業
や
創

業
へ
の
支
援
、
商
業
や
商
店
街
の
振

た
最
新
技
術
の
主
導
権
争
い
に
端
を

発
し
た
米
中
間
の
覇
権
争
い
と
捉
え

る
べ
き
で
あ
り
、
従
っ
て
長
く
続
く

こ
と
を
覚
悟
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

わ
れ
わ
れ
経
済
人
は
、
そ
の
よ
う
な

状
況
の
中
で
ど
の
よ
う
に
生
き
残
っ

て
い
く
べ
き
か
を
模
索
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　
わ
れ
わ
れ
商
工
会
議
所
は
、
地
域

の
経
営
者
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
変

化
の
波
を
新
た
な
成
長
へ
と
つ
な
げ

て
い
く
動
き
を
後
押
し
す
る
使
命
が

あ
り
ま
す
。
ま
さ
に
、
企
業
の
発
展

が
地
域
経
済
社
会
の
発
展
に
つ
な
が

り
、
そ
し
て
日
本
全
体
の
発
展
に
つ

な
が
っ
て
い
く
べ
き
で
あ
り
、
商
工

会
議
所
創
立
か
ら
１
４
０
年
を
経
た

今
こ
そ
、渋
沢
栄
一
翁
が
述
べ
た「
公

益
と
私
益
の
両
立
」の
原
点
に
立
ち

返
り
、
自
覚
も
新
た
に
活
動
す
べ
き

で
あ
り
ま
す
。

　
私
も
ま
た
、「
中
小
企
業
に
日
本

の
課
題
が
最
も
早
く
押
し
寄
せ
る
故

に
、
中
小
企
業
の
課
題
を
解
決
す
る

こ
と
が
日
本
経
済
の
成
長
に
直
結
す

る
も
の
だ
」と
の
信
念
の
下
、
本
年
、

商
工
会
議
所
が
取
り
組
む
べ
き
も
の

と
し
て
、
以
下
の
課
題
を
掲
げ
、
重

点
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と

な
っ
て
お
り
、
す
べ
て
の
ス
ペ
ー
ス

を
共
有
し
、
他
の
分
野
の
人
た
ち
と

の
情
報
共
有
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く

り
を
通
じ
て
相
互
の
刺
激
と
な
り
、

仕
事
上
で
の
相
乗
効
果
を
期
待
す
る

場
所
を
目
指
す
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
次
に
、
行
政
へ
の
提
言
で
は
、
地

域
高
規
格
道
路
松
本
糸
魚
川
連
絡
道

興
発
展
へ
の
支
援
、
信
濃
大
町
ブ
ラ

ン
ド
の
展
開
な
ど
、
幅
広
い
取
組
み

に
よ
り
、
自
立
的
で
持
続
的
な
地
域

経
済
の
循
環
の
確
立
に
力
を
尽
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
昨
年
９
月
に
は
、
商
工
会
議
所
か

ら
の
ご
要
望
も
踏
ま
え
、
市
街
地
に

人
を
誘
導
し
、
賑
わ
い
を
創
出
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
中
心
市
街
地
振
興

条
例
を
制
定
し
、
民
間
の
投
資
意
欲

を
引
き
出
す
施
策
と
し
て
、
中
心
市

街
地
へ
の
集
客
施
設
等
の
新
築
な
ど

思
い
ま
す
。

　

１
点
目
は
、「
人
手
不
足
へ
の
対

応
と
生
産
性
向
上
」に
向
け
た
取
り

組
み
で
す
。
人
手
不
足
が
中
小
企
業

の
最
大
の
経
営
課
題
と
な
っ
て
い
る

今
、
人
材
の
確
保
・
定
着
や
生
産
性

の
向
上
に
最
優
先
に
取
り
組
ま
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。
女
性・高
齢
者・

外
国
人
な
ど
、
多
様
な
人
材
の
活
用

と
と
も
に
、
業
務
運
営
の
見
直
し
も

含
め
た
働
き
方
改
革
の
推
進
や
、
Ⅰ

Ｔ
・
Ｉ
ｏ
Ｔ
、
ロ
ボ
ッ
ト
、
Ａ
Ｉ
な

ど
革
新
的
技
術
の
活
用
を
通
じ
て
生

産
性
の
向
上
を
図
っ
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
日
本
の
全
企
業
数
の

99
・
７
％
を
占
め
る
中
小
企
業
の
生

産
性
向
上
な
く
し
て
、
わ
が
国
全
体

の
生
産
性
向
上
と
持
続
的
成
長
は
不

可
能
で
す
。
商
工
会
議
所
と
し
て
も
、

経
営
者
の「
気
づ
き
」を
促
し
、
身
の

丈
に
合
っ
た
形
で
Ｉ
Ｔ
・
Ｉ
ｏ
Ｔ
や

Ａ
Ｉ
を
身
近
な
経
営
改
善
に
活
用
い

た
だ
け
る
よ
う
、
す
そ
野
の
広
い
支

援
事
業
を
積
極
的
に
展
開
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

２
点
目
は
、「
中
小
企
業
の
活
力

強
化
と
地
方
創
生
」へ
の
取
り
組
み

で
す
。
経
営
者
の
高
齢
化
や
後
継
者

不
足
に
よ
り
、
地
域
経
済
の
基
盤
で

路
の
建
設
促
進
で
は
、
早
期
建
設
へ

の
要
請
活
動
を
続
け
て
お
り
、
大
町

市
街
地
ル
ー
ト
の
検
討
が
始
ま
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
中
心
市
街
地
振
興

へ
の
一
層
の
取
り
組
み
を
求
め
、
大

町
市
に
お
い
て
、
中
心
市
街
地
で
の

投
資
に
対
す
る
助
成
制
度
が
始
ま
り

ま
し
た
。

　
新
た
な
年
を
迎
え
、
新
た
な
企
業

の
大
町
へ
の
進
出
も
計
画
さ
れ
、

様
々
な
事
業
所
と
連
携
し
て
地
域
振

興
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
と
と

も
に
、
既
存
企
業
に
対
し
て
も
国
や

を
行
う
事
業
者
に
対
す
る
新
た
な
助

成
制
度
を
創
設
い
た
し
ま
し
た
。
今

後
は
、
中
心
市
街
地
へ
の
誘
客
と
賑

わ
い
の
創
出
に
向
け
、
意
欲
あ
る
事

業
者
の
皆
様
に
対
し
ま
し
て
、
積
極

的
に
支
援
す
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　
本
年
４
月
25
日
か
ら
６
月
16
日
ま

で
の
53
日
間
に
わ
た
り
、
県
と
大
町

市
を
含
む
中
信
４
市
が
主
催
し
て
、

「
第
36
回
全
国
都
市
緑
化
信
州
フ
ェ

ア
」が
県
松
本
平
広
域
公
園
を
メ
イ

ン
会
場
、
国
営
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の

公
園
な
ど
を
サ
ブ
会
場
と
し
て
開
催

さ
れ
ま
す
。
当
市
内
に
お
い
て
も
、

信
濃
大
町
駅
前
か
ら
中
心
市
街
地
の

あ
る
中
小
企
業
の
廃
業
数
は
増
加
を

続
け
て
い
ま
す
。
昨
年
、
事
業
承
継

税
制
が
抜
本
拡
充
さ
れ
た
こ
と
を
テ

コ
に
、
円
滑
な
事
業
承
継
を
支
援
し
、

価
値
あ
る
事
業
の
存
続
を
図
る
と
と

も
に
、
新
た
な
創
業
も
促
し
て
い
か

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
地
域
に
お

い
て
中
核
と
な
る
企
業
の
存
続
と
新

た
な
創
業
は
、
そ
の
ま
ま
地
域
の
活

性
化
と
わ
が
国
の
成
長
に
つ
な
が
る

極
め
て
重
要
な
課
題
で
す
。
商
工
会

議
所
は
、
国
の
支
援
施
策
も
フ
ル
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
地
方
銀
行
な

ど
の
協
力
も
得
な
が
ら
、
引
き
続
き

円
滑
な
事
業
承
継
、
創
業
支
援
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
農

商
工
連
携
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た

観
光
振
興
、
中
小
企
業
の
海
外
展
開

な
ど
、
域
外
需
要
の
獲
得
と
真
の
地

方
創
生
に
向
け
て
さ
ら
に
取
り
組
み

を
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
特
に
本
年
は
、
日
本
が
議
長
国
を

務
め
る
Ｇ
20
サ
ミ
ッ
ト
や
ラ
グ
ビ
ー

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
予
定
さ
れ
て
お

り
、
ま
た
２
０
２
０
年
に
は
、
い
よ

い
よ
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
を
迎
え
る
な
ど
、

世
界
的
な
ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト
が
続
き

ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
わ
が
国
の
魅
力

を
世
界
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
絶
好
の
機

会
で
あ
り
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
み
な

ら
ず
国
内
観
光
を
含
め
た
観
光
振
興

に
よ
り
、
地
域
活
性
化
に
尽
力
し
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
３
点
目
は
、
２
０
１
９
年
10
月
１

県
の
制
度
を
活
用
し
た
上
で
、
永
く

経
営
継
続
が
で
き
る
企
業
づ
く
り
の

お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
、
働
き
方
改
革
へ
の
対
応
や
消

費
税
制
度
の
見
直
し
に
対
す
る
セ
ミ

ナ
ー
な
ど
の
情
報
提
供
に
も
努
め
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
変
わ
ら

ぬ
ご
理
解
と
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
新
た
な
元
号
が
始
ま
る
本
年
が
穏

や
か
で
、
明
る
い
年
で
あ
り
ま
す
よ

う
ご
祈
念
申
し
あ
げ
、
新
年
の
ご
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

周
辺
を
中
心
に
、
大
町
温
泉
郷
や
ラ・

カ
ス
タ
ナ
チ
ュ
ラ
ル
ヒ
ー
リ
ン
グ

ガ
ー
デ
ン
と
も
連
携
し
、
各
種
イ
ベ

ン
ト
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
実

施
し
、
信
州
フ
ェ
ア
の
テ
ー
マ「
北
ア

ル
プ
ス
の
麓
か
ら
広
が
る
花
と
緑
に

包
ま
れ
た
し
あ
わ
せ
暮
ら
し
」を
体

感
し
て
い
た
だ
く
取
組
み
を
、
商
工

会
議
所
を
は
じ
め
関
係
団
体
に
ご
協

力
い
た
だ
き
、
皆
様
を
お
迎
え
い
た

し
ま
す
。

　
結
び
に
、
本
年
も
会
員
の
皆
様
一

人
ひ
と
り
の
笑
顔
が
輝
き
、
明
る
く

穏
や
か
な
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
ご
祈

念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。

日
に
予
定
さ
れ
て
い
る「
消
費
税
率

引
き
上
げ
」へ
の
対
応
で
す
。
消
費

税
率
引
き
上
げ
前
後
の
需
要
変
動
に

対
す
る
平
準
化
対
策
に
関
し
て
は
、

取
引
価
格
へ
の
円
滑
な
価
格
転
嫁
が

大
前
提
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
中

小
事
業
者
へ
の
十
分
な
配
慮
と
支
援

が
必
要
で
す
。
ま
た
軽
減
税
率
に
関

し
て
は
、
導
入
ま
で
残
り
１
年
を

切
っ
て
い
る
中
で
、
昨
年
９
月
時
点

で
の
日
商
の
調
査
に
よ
る
と
、
多
く

の
事
業
者
が
未
だ
準
備
に
取
り
掛

か
っ
て
い
な
い
状
況
が
明
ら
か
に
な

り
ま
し
た
。
軽
減
税
率
は
日
本
と
し

て
初
め
て
の
経
験
と
な
り
ま
す
の
で
、

一
刻
も
早
く
準
備
を
進
め
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
こ
れ
ま
で
も
多
く
の
商

工
会
議
所
で
説
明
会
・
相
談
会
を
実

施
し
て
き
ま
し
た
が
、
引
き
続
き
国

と
の
連
携
を
密
に
し
、
広
報
活
動
や

事
業
者
か
ら
の
相
談
な
ど
に
取
り
組

み
、
事
業
者
の
円
滑
な
対
応
を
支
援

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
最
後
に
、
今
春
に
は
天
皇
陛
下
が

ご
譲
位
さ
れ
、「
平
成
」が
終
わ
り
新

し
い
時
代
の
幕
開
け
と
な
り
ま
す
。

日
本
商
工
会
議
所
は「
未
来
を
拓
く

商
工
会
議
所
」と
し
て
、
全
国
５
１

５
商
工
会
議
所
の
み
な
ら
ず
、
青
年

部
、
女
性
会
と
の
連
携
も
今
ま
で
以

上
に
強
化
し
、
前
述
の
課
題
解
決
に

尽
力
す
る
と
と
も
に
、
企
業
、
地
域
、

ひ
い
て
は
日
本
経
済
の
持
続
的
成
長

の
実
現
に
向
け
て
全
力
で
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

大
町
商
工
会
議
所
会
頭
　
坂
中
　
正
男

大
町
市
長
　
牛
越
　
徹

日
本
商
工
会
議
所
会
頭
　
三
村
　
明
夫

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

年
頭
所
感
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『信州花フェスタ2019～北アルプスの贈りもの～』開催
　本年4月25日から6月16日まで、「第36回全国都市緑化信州フェア」が松本市を中心に、国営アルプスあづみの公園
大町松川地区などをサブ会場とし、また、大町、塩尻、安曇野各市をサテライト会場に様々な催しを企画しています。
信濃大町サテライト会場では、信濃大町駅・中心市街地周辺に色とりどりの花壇、フラワーコンテナを設置。ラ・カ
スタではミニコンサート、寄せ植え教室やフラワーマーケットを開催。大町温泉郷では観光客による植栽を計画して
います。「まちの魅力やおもてなしの力の向上による信濃大町ファンの増加」を目標に、花壇やコンテナへの植栽・植
付けも始まっています。

中心市街地活性化
「花通り事業」が終了しました

　6月7日から市街地各所に設置したプランター（500鉢）を11月7日に片
付けました。今年は例年にない猛暑が続き維持管理が難しい中、商店街や
住民の皆様にはご協力いただきありがとうございました。

「もったいない」を「ありがとう」に！
　大町商工会議所女性会では、荷ぐるま市と同会場において「フードドラ
イブ」を開催しました。
　フードドライブは「食品ロス」になる前に食品を寄付していただき、大町
市社会福祉協議会を通じて、必要としている方々に有効活用していただく
という事業です。
　今年度はお米の94キログラムを始め、缶詰、レトルト食品、インスタ
ント食品など、総勢50名の方から寄付していただけました。
　女性会では、今回食品提供にご協力していただいた皆様に感謝するとと
もに、今後も社会貢献に努めて参りたいと思います。

荷ぐるま市開催!!

　「第24回荷ぐるま市」を11月17日、大町商工会議所駐車場にて開催しました。
　今回は地元のグルメや糸魚川の海産物など11事業所の出店がありました。
昨年に引き続き体験学習の一環として大町西小学校5年生が自分たちで収穫し
たもち米の販売、大町東小学校3年生は巨大カボチャの展示、また大町第一中
学校3年生による地域学習の成果発表会も行われました。
 「おおまぴょんファン感謝祭2018」も同会場にて開催され、おおまぴょんやア
ルクマ、アルプちゃんと触れ合えるステージイベント、おおまぴょんの缶バ
ッジづくりやフェイスペイント、ランドリーによるＴシャツのワークショッ
プ等の体験コーナーも実施されました。天候にも恵まれ、昨年を大幅に上回る
2,000人の来場がありました。

観光先進地視察研修開催
　11月15日、大町市観光協会、大町商工会議所観光委員会共催の観光先
進地視察研修を、神奈川県綾瀬市にて行いました。
　綾瀬市は平成26年４月に、官民一体となって綾瀬ロケーションサービ
ス推進協議会を設立し、映画、ドラマ等の撮影の誘致を行っています。官
は綾瀬市観光課、民は「あやせ市ブタッコリ～ロケ隊（通称ブタロケ隊）」が
中心となり活動しています。（あやせ市ブタッコリ～ロケ隊は地域住民に
より結成されたボランティア団体です。またブタッコリ～は綾瀬市のキャ
ラクターです。）
　また実際に映画やドラマなどで使われた場所に、ドラマのワンシーンを
切り貼りした看板を設置することで作品のファンだけでなく、俳優、女優
ファンも綾瀬市に足を運びたくなる仕組みが施されていました。
　平成26年4月の開始時から平成30年の10月末までに1,100件以上の問
い合わせと、100作品以上の決定作品数、そして市民のエキストラが300
人以上在籍するまでに事業の規模が大きくなっており、「何も無い街　綾
瀬市」が「イケメンの集まる街　綾瀬市」に見事成長を遂げたという説明を
綾瀬市観光課の方にして頂きました。
　遠藤観光委員長は「何も無いと言っていた綾瀬市が官、民共に一丸とな
って地域全体で活性化を目指し、新たな観光資源を発掘した部分が素晴らしい。大町には素晴らしい観光資源がたく
さんあるのだから綾瀬市に劣らぬように大町市への来訪数を増やしていけるように努力したい。」と感想を述べました。

えびす講ハーベストフェスタ開催
　11月17日、「えびす講ハーベストフェスタ」を開催しました。当所では
小さいお子様に風船のプレゼントや、ＶＲゲーム体験コーナーでは大町西
公園の景色を360度見回せるＶＲ専用のゴーグルを着用し、1から25の数
字パネルに順番に触れていくゲームを実施したところお子様からお年寄り
までたくさんの方に楽しんで頂けました。特に小学生位のお子様はゲー
ムが終わった時に出るタイムに一喜一憂し、「もう一回やりたい！」などと、
大変な人気でした。
　また、商店街ではきのこ汁やおしるこのふるまいなどもあり、大勢の人
で賑わいました。

………………………………大町商工会議所　新規会員登録事業所……………………………
新
入
会
員
の
紹
介

事業所名 代表者 事業所所在地 営業種目

（合）源之丞安曇野劇場 山口　裕二 安曇野市穂高有明5896−1 飲食業

ペットサロン　ジーナ 井出　高央 大町市大町5040−11 ペット美容

だきっぷる手技 加藤美佐子 松本市村井町西1−27−44 サービス業

研修会の様子

親子でＶＲゲームを楽しんで頂けました♪

大町市社会福祉協議会様を通して寄付させて頂きました

たくさんの方々のご協力ありがとうございました!!

ゆるキャラ達もイベントを盛り上げてくれました

大町西小学校５年生の方々

ご協力ありがとうございました

実際にロケで使われた場所であることを示す看板
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日本政策金融公庫の融資情報
マル経金利情報
　大町商工会議所の推薦により無担保・無保証で
融資が受けられる国の融資制度です。

　　　　　1.11% （12/17現在）
お子様の教育資金を「国の教育ローン」のご案内

　「国の教育ローン」は高校、短大、大学、専修学
校等へ入学・在学するお子様をお持ちのご家庭を
対象とした公的な融資制度です。
■ご融資額　お子様1人につき350万円以内
■金　　利　年1.78%
　　　　　　※母子家庭などは
　　　　　　　年1.38%（12/17現在）

■ご返済期間　15年以内
　　　　　　※母子家庭などは18年以内
■お問い合わせ
　　　　　　◉教育ローンコールセンター
　　　　　　　0570−008656（ナビダイヤル）
　　　　　　　または、03−5321−8656
　　　　　　◉日本政策金融公庫　松本支店
　　　　　　　0263−33−7070

年末調整・法定調書・源泉所得税納付手続き
個別相談会のお知らせ

　従業員や専従者に支払った給与等の年末調整や、源泉所
得税の納付等に関する無料個別相談会を下記の日程で開催
いたします。
◆日　時　平成31年1月11日　金曜日
　　　　　　午前の部　9時30分～12時
　　　　　　午後の部　1時～ 4時30分
◆場　所　大町商工会館 2階小会議室
◆相談員　関東信越税理士会大町支部　税理士
◆相談料　無料
◆その他　当日受付順の相談となります
　　　　　（事前の予約はできません）

平成30年 所得税・消費税確定申告
決算・申告個別相談会開催のご案内
　個人事業者で、青色申告で申告をしている方を対象とし
た、決算書および確定申告書・消費税等申告書の作成につ
いて、下記の日程で無料個別相談会を開催いたします。
◆開催日　平成31年3月4日（月）〜6日（水）
◆時　間　午前の部　9時30分～12時
　　　　　午後の部　1時～ 4時30分
◆会　場　大町商工会館 2階大会議室
◆相談員　関東信越税理士会大町支部　税理士
◆持ち物　決算・確定申告・消費税申告に関する書類
◆その他　各回とも、当日受付順の相談となります
　　　　　（事前の予約はできません）

夜間相談会のお知らせ
　当所では、昼間ご都合のつかない方等を対象に、経営に
関する夜間相談会を下記の日程で開催いたしますので、お
気軽にご相談にお越しください。
◆開 催 日　平成31年3月7日（木）・8日（金）
◆時　　間　午後5時30分～午後7時30分（受付は午後7時まで）
◆場　　所　大町商工会議所 事務室
◆相談内容　税務・記帳・金融・労務・その他経営相談
◆相 談 料　無料

　消費税軽減
税率に関する
中小企業庁や
日本商工会議
所が作成した

小冊子などを無料配布してい
ます。ご活用ください。
　なお、ご不明な点は当所経
営支援課まで。
TEL：22−1890

本ページのお問い合わせ　　　大町商工会議所　経営支援課　TEL２２−１８９０　FAX２３−３７３５

新春経済講演会
一隅を照らす

～自分の持ち場で一生懸命～

落語家 露
つ ゆ の ま る こ

の団姫
平成31年1月17日（木）
午後2時～3時30分
大町商工会館2階大会議室
参加無料、定員50名
当所へ直接お申込下さい。

2019年10月から「消費税軽減税率制度」が実施されます。
制度への理解と備えを今すぐ始めましょう！！

【軽減税率○×クイズ】
❶ミネラルウォーターは8％なので、水道水も、軽減

税率の適用対象である。
❷ネット配信の電子版新聞も軽減税率の適用対象である。
❸お菓子につける別売りの保冷剤。本体のお菓子は軽

減税率対象なので、保冷剤も8％である。
❹ドラッグストアで販売する栄養ドリンク（医薬部外

品記載あり）は軽減税率適用対象である。
❺調味料コーナーで販売しているみりんは、軽減税率

の適用対象である。
❻カラオケボックスでの飲食料品提供は、軽減税率の

適用対象である。
❼お菓子と雑貨で1万円（税別）セットを購入した場合、

軽減税率の適用対象である。雑貨は菓子よりも高額。
❽映画館の売店での飲食料品の販売は、軽減税率の適

用対象である。
❾生きている魚を買って、自分で調理して食べる場合、

軽減税率の適用対象である。　

【答え】　❶×  ❷×  ❸×  ❹×…清涼飲料は別  ❺×…
みりん風味は別  ❻×  ❼×  ❽○  ❾○･･･観賞用は別

相談所コーナー

消費税アンケート協力のお願い
　2019年10月より、消費税率が現行の8％から10％へ引き上げられます。それに伴い軽減税率制度が導入と
なり、複数の消費税率が混在します。軽減税率制度とは、食品表示法に規定する飲食料品（酒類及び外食等は
除かれます）と、週2回以上発行される新聞については8％のままとなるため、それを販売する事業所は領収書
等に8％と10％の商品の内訳を区分して表示しなくてはいけなくなります。そこで、大町商工会議所では消費
税についてのアンケートを実施させていただき、事業所の皆さんの消費税率引き上げのための準備状況や、不
安に思っている点等を調査させていただきますので、アンケートにご協力をお願いいたします。
■送付方法　年末発送する大町商工会議所の会報に同封
■回収方法　ファックス、窓口へご持参、お電話を頂ければ回収に伺います
■提出期限　平成31年1月31日　木曜日

【事務処理は？従業員教育は？】
　軽減税率導入により、事務処理等の変更が必要になります。まずは、正
しい記帳や経理処理、税率の問合せやクレーム対応のための従業員教育が
必要です。特に経理処理では、正しい記帳方法や自社の中で何の変更が必
要なのかの洗い出しをする必要があります。対象品目を取り扱う事業者は、
レジの入替やシステム改修の可能性があるため、早めの対策が必要です。
➡レジ導入・受発注システム改修のための補助金事務局
　http://kzt-hojo.jp/
➡対象品目・税額の計算方法などの国税庁の相談窓口
　http://www.nta.go.jp/

今後の各種相談日
内容 １月 ２月 ３月

経営何でも相談会 ― 21日木 ―
よろず支援拠点大町サテライト相談日・日本政策金融公庫相談日 17日木 21日木 14日木
会計ソフトＢＲＡサポート相談日（※） 23日水 20日水 20日水

※大町青色申告会会員限定

本年度は
３日間です
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キラリ輝く
　　地域の星

地域高規格道路松本糸魚川連絡道路の
早期実現に向けて!!

　大町商工会議所では、松本糸魚川連絡道路は地域の拠点性を高め沿線地域の商工業や基幹産業である観光振興を発
展させる「地域を育む道」であり、災害時の緊急輸送道路として迅速確実な救急搬送の確保など「命を繋ぐ道」として地
域住民にとって極めて重要な道路であると、長年に亘ってその必要性を訴え続けてきた。平成28年1月には、起点の
安曇野北インター（仮称）から大町市街地南までの計画案が示され、平成29年11月には新潟県内の一部区間（小滝～糸
魚川ＩＣ）のルート帯が決定されるなど建設に向けて更なる一歩を踏み出したことに、大きな期待を寄せているものの、
各地域における着実かつスピード感を持った事業進捗が一層強く望まれるところです。

　松本糸魚川連絡道路は、長野県松本市から新潟県糸魚川市に至る延長約100km（長野県内約80km、新潟県内約
20km）の交流促進型の道路であり、松本～大町～糸魚川の生活圏を連絡し、広域的な交流・連携が期待されている道
路です。
　また、長野自動車道などの高規格道路網と一体となって、効率的で質の高い高速交通ネットワークを形成するとと
もに、北アルプスの雄大な山々や日本海沿岸の海洋リゾート等、観光資源の豊かな地域を連絡する広域観光ルートと
しても期待されます。

（長野県ホームページより一部引用）

地域高規格道路松本糸魚川連絡道路
建設促進期成同盟会で県へ要望

　地域高規格道路松本糸魚川連絡道路建設促進期成同盟会（菅谷昭会長・
松本市長）は11月22日、県庁で長谷川朋弘建設部長に対して建設促進を
要望しました。
　この中で、県が平成28年1月に起点部となる安曇野市で「Ｂルート」を基
本として具体的なルートを決めていくと公表しましたが、地元地域からの
反発、反対で膠着状態が続いていました。この日の期成同盟会の要望に
先立って、安曇野市がこれまで開催してきた地域の意見交換会で、地域から出された意見を集約して、「Ａルートの実
現性を含め、地域の理解が得られるルートの詳細な調査、再検討を早期に求める」との要望書が提出されたことを受け、
長谷川部長からは、「地元からの意見を真摯に受け止め、しっかり調査、検討」する旨の発言がありました。

（すわ光昭県政だよりより一部引用）

要望を伝える坂中会頭

子供達の熱気が
悪天候を

吹き飛ばしました！

男の子だけでなく、
女の子もたくさん
参加していました

お兄さんのアドバイスを
受けて一生懸命です

柵超えの打球が
たくさん出ました！

子
供
達
が
そ
の
ま
ま
野
球
を
す
る
と

い
う
流
れ
が
あ
っ
た
が
、
今
は
サ
ッ

カ
ー
な
ど
の
人
気
ス
ポ
ー
ツ
が
あ
り
、

野
球
人
口
が
減
少
し
て
い
る
事
が
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
今
日
の

こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
、
来
て
く

れ
た
子
供
達
が
み
ん
な
楽
し
そ
う
に

し
て
く
れ
て
嬉
し
い
で
す
し
、『
野

球
は
楽
し
い
』と
思
っ
て
貰
え
た
ら

更
に
嬉
し
い
で
す
。」と
話
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

　
会
場
を
見
回
す
と
、
ど
の
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
で
も
子
供
達
が
笑
顔
で
、

時
に
は
真
剣
な
表
情
で
野
球
に
接
し

て
い
ま
し
た
。
こ
の
素
晴
ら
し
い
イ

ベ
ン
ト
を
通
し
て
新
た
に
野
球
を
始

め
る
子
供
達
が
増
え
、
そ
し
て
将
来

の
ス
タ
ー
が
こ
の
大
町
か
ら
誕
生
す

る
日
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　
万
が
一
、
体
に
当
た
っ
て
も
大
事

に
は
至
ら
な
い
よ
う
に
と
、
ボ
ー
ル

は
ゴ
ム
製
の
物
が
使
用
さ
れ
て
お
り
、

会
場
に
は
ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
を
始

め
と
し
、
的
を
ボ
ー
ル
で
射
抜
く
独

自
の
ゲ
ー
ム
や
、
外
野
か
ら
の

テ
ィ
ー
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
、
ト
ス
バ
ッ

テ
ィ
ン
グ
で「
柵
越
え
」の
気
持
ち
良

さ
を
味
わ
え
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、

更
に
は
球
速
を
測
る
ス
ピ
ー
ド
ガ
ン

体
験
な
ど
が
行
わ
れ
、
ど
れ
も
長
蛇

の
列
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。

　
参
加
し
て
い
た
子
供
達
に
話
を
聞

く
と
、「
ボ
ー
ル
を
投
げ
る
の
は
難

し
か
っ
た
け
ど
、
楽
し
い
。」「
球
が

凄
く
飛
ん
で
気
持
ち
よ
か
っ
た
。」な

ど
、
満
面
の
笑
み
で
答
え
て
く
れ
ま

し
た
。
ま
た
男
の
子
だ
け
で
な
く
、

女
の
子
も
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
参
加

し
て
お
り
大
盛
況
の
様
子
が
伺
え
ま

し
た
。

　
実
行
委
員
長
の
大
町
岳
陽
高
校
野

球
部
監
督
の
能
沢
教
諭
は「
朝
は
球

場
の
表
面
に
う
っ
す
ら
と
雪
が
あ
り
、

天
候
は
と
て
も
心
配
し
て
い
ま
し
た

が
晴
れ
て
良
か
っ
た
で
す
。
昔
は
校

庭
で
野
球
ボ
ー
ル
遊
び
を
し
て
い
た

野
球
の
楽
し
さ
を

子
ど
も
に
！

　
第
８
回
目
と
な
る
今
回
は
12
月
９

日
に
開
催
さ
れ
た「
大
北
キ
ッ
ズ

ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ま
つ
り
」の
様
子
を

ご
招
介
し
ま
す
。
大
北
地
域
で
活
動

す
る
小
学
生
か
ら
高
校
野
球
部
の

チ
ー
ム
が
集
ま
り
、
野
球
の
競
技
人

口
の
減
少
に
ブ
レ
ー
キ
を
掛
け
よ
う

と
、
未
就
学
児
や
野
球
に
取
り
組
ん

で
い
な
い
小
学
生
を
対
象
に
初
め
て

開
催
し
ま
し
た
。
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自衛隊ふれあいコンサートin大町

大町あめ市開催!!

151回
簿記検定試験

215回
珠算能力試験

大町市イベントカレンダー

友好商工会議所

黒部商工会議所
創立60周年記念式典

　12月1日、自衛隊ふれあいコ
ンサートが自衛隊音楽隊大町演
奏公演実行委員会の主催で5年
ぶりに大町市文化会館にて行わ
れ、約1,000人もの人が会場を
埋め尽くしました。
　曲目は信濃の国から始まり、
アンコールを含め全12曲の演奏
をして頂き、質の高い音楽に会
場は魅了されました。来場者の

方々からは「是非また開催して欲しい！」、「オーケストラを生で初めて
見ることが出来て嬉しかった」などの意見を頂き、大盛況のイベントと
なりました。

日時：平成31年2月11日（月・祝）
主催：大町市商店街連合会
場所：市街地中央通り
内容：塩俵などをかたどった飴や

福飴、縁起物を売る露店等
が並び各種イベントも開催されます。

日程：平成31年2月24日（日）
申し込み期間：
平成31年1月25日（金）まで
※2、3級のみの開催となります。

日程：平成31年2月10日（日）
申し込み期間：
平成31年1月10日（木）まで

開催日 イベント名 場所
1/19土～3/3日 冬の公園で遊ぼう！ 国営アルプスあづみの公園（大町・松川地区）
2/2土 鹿島槍火まつり Hakubavalley鹿島槍スキー場
2/3日 若一王子神社節分祭 若一王子神社
2/2・9・16・23  毎週土 第17回大町温泉郷　夢花火と音の祭典2019 大町温泉郷
2/3・10・17　毎週日 北アルプス山麓かんじきハイク（初級） 中山高原駐車場9：30集合
2/11月・祝 大町あめ市 市街地中央通り
2/24日 北アルプス山麓かんじきハイク（中級） 鹿島槍スキー場（セントラルプラザ1130）9：00集合
3/15金 国宝仁科神明宮　古式作始めの神事 仁科神明宮

　10月27日、黒部商工会議所創立60周年記念
式典が開催されました。黒部商工会議所川端会
頭は「地域を取り巻く環境と流れが都度変化す
る中、多くの先人諸兄の時宜に応じた考えと行
動が今日へと繋がっている。先輩方がつけてこ
られた歩みを引き継ぎ、引き続いて地域のため
に事業に取り組んでいきたい」と今後の抱負を
述べられました。

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
表
紙
の
写
真
の
ナ
ナ

カ
マ
ド
は
漢
字
で
書
く

と「
七
竈
」で
文
字
の
通
り

七
回
竈
に
く
べ
て
も
灰
に

な
ら
な
い
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
ナ
ナ
カ
マ

ド
の
花
言
葉
は
、「
木
材

が
燃
え
に
く
い
」と
い
う

性
質
か
ら
、「
慎
重
」や「
用
心
」な
ど
の
安
全
面
に

関
す
る
も
の
が
多
く
つ
い
て
い
ま
す
。

　
本
年
も
皆
様
に
と
っ
て
素
晴
ら
し
く
、
ま
た
安

全
に
過
ご
せ
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
あ
げ

ま
す
。

広
報
委
員
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名
簿

委
員
長
　
　
　
奥
村
　 

健
仁

副
委
員
長
　
　
曽
根
原 

幹
二
　
　
伊
藤 

敬
一
郎

委
　
　
員
　
　
古
田 

　
龍
治
　
　
高
橋 

浩
史
郎

　
　
　
　
　
　
松
村
　 

　
優
　
　
佐
藤 

み
ゆ
き

　
　
　
　
　
　
菅
沢
　 

浩
也
　
　
幅
　 

　
隆
志

　
　
　
　
　
　
降
幡 

　
一
生
　
　
岩
崎 

　
年
晴

　
　
　
　
　
　
遊
橋 

　
基
秀
　
　
藤
巻 

　
秀
卓

　
顔
に
似
合
わ
ず
私
の
趣
味
は
、
花
を
育
て
る
こ

と
で
す
。
15
年
ほ
ど
前
、
無
理
や
り
参
加
さ
せ
ら

れ
た
壁
掛
け
プ
ラ
ン
タ
ー
講
習
会
で
の
寄
せ
植
え

が
近
所
で
評
判
に
な
り
、
以
降
や
め
に
や
め
ら
れ

ず
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
花
は
、毎
日
の
ご
飯
（
水
）
と
た
ま
に
肉
（
液
肥
）

を
与
え
て
あ
げ
れ
ば
、
す
く
す
く
と
育
ち
反
抗
期

は
あ
り
ま
せ
ん
。
愛
情
を
か
け
れ
ば
か
け
る
ほ
ど
、

綺
麗
な
花
を
咲
か
せ
て
く
れ
ま
す
。

　
新
春
に
は
「
信
州
花
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
９
」
が

開
催
さ
れ
、
大
町
市
で
も
各
種
イ
ベ
ン
ト
が
計
画

さ
れ
て
い
ま
す
。
我
が
駅
前
商
店
街
も
少
し
で
も

賑
や
か
に
な
る
よ
う
「
花
育
て
」
に
励
み
た
い
と

思
い
ま
す
。
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Ｙ
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